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神奈川県青少年赤十字減災セミナーの活用方法 

 

学校での防災教育支援プログラムを提供します 
 

児童自身が自分の事として取り組める「減災行動」に焦点を当て、児童自身が生活の中

で潜在的な危険に気づき考え、防災意識を高めるための教育支援プログラムです。 

 

 

特徴  

 

○教育現場での経験豊かな青少年赤十字指導者（学校教職員）が考えた 

授業で使えるプログラム   

○教職員が授業の中で活用できる自由度の高い教材を提供 

○参加型ワークを中心とした児童自ら考えるプログラム構成 

○様々な単元を自由にアレンジし単発でも組み合わせても展開可能 

○災害救護の経験豊かな赤十字職員や赤十字ボランティアを派遣可能 

 

 

活用方法 

例１ 教材としての活用 

担当教員が本プログラムを教材として活用し教員自身が授業として実施 

例２ 出前授業として活用 

救急法や体験談などに赤十字職員や赤十字ボランティアを外部講師として派遣 

担当教員がご自身の方法で導入やまとめもおこなえます 

 

費用は無料 

※選択するプログラムの内容により教材費実費・送料等が必要な場合があります 
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活用例 

例 1「災害に備えて身の回りの危険をチェック」 

・災害について：教材を活用し教員が実施 

・教室内の安全チェック：教材を活用し教員が実施 

例 2「災害に備えて何が必要？」 

・災害の実態：赤十字から外部講師を呼び実施 

・非常持ち出し品と連絡方法：教材を活用し教員が実施 

例 3「身の安全と応急手当」 

・教室内の安全チェック：赤十字から外部講師を呼び実施 

・三角巾の応急手当（健康安全プログラム）：赤十字から外部講師を呼び実技 

 

プログラムメニュー 

～災害について～ 

Ⅰ 災害の実態を知る  

Ⅱ 災害を考える  

～事前の備え～ 

Ⅲ 災害前に準備しておくこと（非常持ち出し品と連絡方法）  

Ⅳ 教室の中の安全チェック（ハザードマップ作り）  

 ～災害が起きたときに～ 

Ⅴ 健康安全プログラム（救急法実技） 

～発災後に行うこと～ 

  Ⅵ 避難所体験 

 ～まとめ～ 

  Ⅶ 「自助・共助・公助」、「減災」とは 

 

講師派遣の申し込み先 

 日本赤十字社神奈川県支部 青少年・ボランティア課あて、 

電話またはメールにてご連絡ください。 

 

日本赤十字社神奈川県支部 青少年・ボランティア課 

〒２３１－８５３６ 横浜市中区山下町７０－７ 

ＴＥＬ ０４５－６８１－２１２３（代表） 

ＦＡＸ ０４５－６８１－１１２０  

Ｅメール kanagawa-rc-volunteer@kanagawa.jrc.or.jp 
 

この教材は日本赤十字社神奈川県支部ホームページ 
ダウンロードが可能です。http://www.kanagawa.jrc.or.jp/ 
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神奈川県青少年赤十字減災セミナー 

 
Ⅰ 災害の実態を知る 

 
１．目的 導入として、過去の大震災の記録を元に災害現場の様子などを伝え、災害に     

ついて知る。また、災害によって自分たちの生活がどのように変わるのかを知る。 
 
２．所要時間 45 分～50 分 
 
３．資材・資料  災害の実態を知る「資料スライド（過去の災害時の写真）」 

やＤＶＤ「東日本大震災救護活動記録」など 
 
４．学習展開 
 
   事前指導【知る】 災害時の写真，ＤＶＤから 

の気づき【実践】 
事後指導【深める･高める】 

避難訓練の時に心がけるこ 
と「お」「か」「し」「も」、 
「うごかない」「たおれてこ 
ない」場所に身を素早く行 
動することを考える。 

地震が起きた時の様子を見 
て感じたことや気づいたこ 
とを話し合う。そして、万 
一の時にも、落ち着いて行 
動できるようにする。 

実際の避難訓練の際には、 
どこにいてどのように避難 
することができたか、困っ 
たことはないかなどを話し 
合い、今後に生かすことが 
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        学習活動         教師の支援 
事前指導【知る】 
○「地震発生！そのとき、あなたは？」 
いつ、どこで起こるかわからない地震 
→  地震に対応できる知恵を身につける。 
 
○地震は様々な災害を引き起こす 
→  具体的な被害状況を知る。 
 
○日本は世界有数の「地震国」 
→  世界の地震の約１０％が、日本やそ 
の近くで起こっていることを知る。 
 
→  安全な場所は？ 
  「落ちてこない･倒れてこない･移動し 
てこない」場所へ身を寄せることを知る。 
 
→  海のそばでは津波がやってくる 
→  塀のそばでは倒れる恐れがある 
 
 
 
事後指導【深める･高める】 
 
○被災後の生活は？ 
→  「避難所での生活」を想像してみる。 

 
●[学校にいるとき]避難するときの心構え 
・[登下校中に]  通学路の安全のチェック 
・[家にいるときに]家具の転倒､閉じ込め 
られない､ガラスが割れる､などに注意する 
 
●「   」小学校学区の危険箇所は？ 
 
 
「世界の地震分布図」(昭和 63 年から平成 
19 年)ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 5.0 以上､深さ 100km より 
浅い地震が起こった場所 
 
●家具類の転倒・落下による負傷者の割合 
  資料(東京消防庁) 
●ライフラインがだめになる。 
  (電気､水道､ガス､道路、食料など) 
●津波と地震後に発生した火災による被害 
●登下校路や自分の家の周辺は？ 
 
 
●困ったこと、心配なことなどについても 
意見を出し合わせる。 
 
●とても不便、不自由な生活が毎日続くこ 
とになる。(気づき) 
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神奈川県青少年赤十字減災セミナー 

Ⅲ 災害前に準備しておくこと 
      

非常持ち出し品と連絡方法（ 学級活動 ） 
（1）ねらい：地震災害などへの備えとして、非常持ち出し品や備蓄物資の準備、家族と

の連絡方法について考え、日頃からの備えの重要性を理解する。 
（2）所要時間：４５分 
（3）資材・資料：災害発生時の様子を知らせる写真（資料１）、非常用持ち出し袋を描い

た紙グループ数分、付箋１人１０枚程度、非常持ち出し品の例（資料２）、家族との連絡方

法を紹介した資料（資料３）、我が家の減災会議開催計画書１人１枚 
（4）人員：指導者１人 
（5）展開 

時間 学習内容・活動 指導上の支援・留意点等 
  

0 
 
 

１災害発生時の様子を知る。 
  ・生活必需品の不足 
  ・ライフラインの停止 
  ・けが人や病人の発生 

・本時目標の一つを伝え、災害発生時

に持ち出すとよいものは何かを考えな

がら見るように指示し、資料１を提示

する。 
 5   
 
 
 
 
 
 
   

15 
 
 
 
 
 
 
    
 
 

２非常持ち出し品について、グルー

プで話し 
合う。 
 ・6 人程度のグループでどんなも

のを持ち出せばよいかを個々の考

えを出し合う。 
 ・避難の妨げとなることを防ぐた

めにグループで優先順位を考え、必

要最小限に整理する。 
 
３各グループから、選んだ理由を含

めて、持 
ち出し品を発表する。 
 
 
 
４全体を見合い、共通するものと違

うものがあることに気づき、その理

由を考える。 
 ・家族の人数、年齢、病人や障害

の有無 
 

・各グループに模造紙半分程度の紙に

描いた非常用品持ち出し袋と付箋を配

付する。 
・持ち出すものを付箋一枚に一個ずつ

書き、持ち出し袋の中に貼り付けるよ

うにする。 
・優先順位の低いものは袋部分から取

り出し、袋の外側に貼りかえるように

する。 
 
・袋に残ったものを「一次持ち出し品」、

袋の外のものを「二次持ち出し品（非

常備蓄品）」とする。 
・二次持ち出し品と関連づけ、学校や

町内会などに備蓄倉庫が置かれている

ことを知らせる。 
・参考例として、資料２を提示する。 
・非常持ち出し袋の保管場所を決め、

家族が知っていることが重要であるこ

と、優先順位の一位は命であることを

強調し、持ち出しはその余裕がある場

合に限ることを補足する。 
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30 
 
 
 

５家族が離ればなれの時に災害が

発生し、通 
常の電話が使えない場合の連絡方

法を考 
える。 
 ・あらかじめ避難場所を決めてお

く 
 ・メッセージボードの利用 

・複数の連絡方法を用意しておくこと

と、事前の家族の取り決めが大事であ

ることに気付かせる。 
・災害用伝言ダイヤル「１７１」を紹

介する。（資料３） 
 

40 
 
 
 
 
45 

６「第○回我が家の減災会議」の開

催計画を 
立てる。 
 テーマ；非常持ち出し品と家族の

連絡方法 
（日時と参加者を決め、提案の理由

を 
書くところまでとする） 
 

・実際の減災会議は事後、家庭での活

動とする。各家庭には事前に文書で協

力を依頼しておく。 
・後日、会議で決まったこと等を書き

込み提出させる。 

 

資料１ 地震が起こると 
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避難所の様子 
 

 
資料２ 非常持ち出し品の例 （日赤減災セミナーより） 
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資料３ 家族との連絡方法 
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資料４ 減災会議開催計画書（例） 

 
               第○回減災会議開催計画書 
                                 ○年○組 名前 
１ 日 時        月  日（  ）  ：   ～  ： 
２ 参加メンバー 
３ 議 題    非常持ち出し品のリスト作りと家族の連絡方法 
４ 議題提案の理由 

 
 
 
 

＊ここからは会議開催後に記入して提出してください。 

 
【会議で決まったこと】 
（１）第一次持ち出し品リスト 
 ○△×          ○△×            ○△×          ○△×              ○△×                

          
          
          
          
          

 
（２）第二次持ち出し品（備蓄品）リスト 

          
          
          
          
          

 
（３）非常持ち出し袋の置き場所（          ） 
 
（４）家族の連絡方法 
   ・避難場所（         ） 
   ・連絡方法（                       ） 
 
（５）その他 
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【持ち出し品の点検】○月○日現在 
  上のリストに次の記号で点検結果を入れてください。 ○…十分ＯＫ  △…やや不

十分  ×…不十分 
 
【我が家の課題】 

 
 
【今回の学習をふりかえって】 
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神奈川県青少年赤十字減災セミナー 

Ⅳ 教室の中の安全チェック 

～ハザードマップ作り～ 

 

ねらい： 

・日ごろ生活している教室を改めて見直し、その危険性に気づいたり対応を考えたりすることで、

いざという時の被害を小さくすることにつなげていく。 

・なぜその場所が危険であるのかという理由を考えることで、教室以外の通学路や自宅などに対し

ても同じように危険箇所を把握できるような応用力を身に付けさせる。 

・家族など自分以外の人にもその情報や意識を伝えることで、地域防災力を向上させる。 

 

２、時間：５０分 

 

３、展開 

 活 動 内 容 備 考 

導入 ○大きな地震が起こるとどうなるか考える。 

 ・揺れる ・棚から物が落ちてくる 

 

○これから行うことを知る 付箋（１人１０枚程度）を用

意。 

展開 ○教室内の危険な個所を見つけて付箋を貼る。 

 ・テレビ ・本箱  ・窓ガラス 

時間や児童の状況によって

は、「落ちる」「たおれる」な

ど、どう危険なのかを付箋に

書いて貼らせる。 

○表に改善方法を記入する。 

・地震の時には、付箋の箇所から離れる 

・固定してもらう 

児童の状況によって、個人ま

たはグループで取り組ませ

る。 

ま と

め 

 

○まとめをする 

・同じような危険が、通学路や家にもあるかも

しれない。よく見てみる。家の人に頼む。 
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教室の中の安全チェック 
大きな地しんが 来た時のことを 考えてみよう。 

教室の中に きけんな場所は ないかな？ 

教室の中に あぶない物は ないかな？ 

 

きけんな場所や物を見つけたら、ふせんを はろう。 

 

            どうして あぶないのかな？ 

            わけを 考えよう。 
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教室の中の安全チェック 
ふせんを はったところを まとめよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

きけんな 

場 所 ・ 物

は？ 

どうして？ どうしたらいいかな？ 

自分は？ 大人は？ 
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・教室以外の場所は だいじょうぶ？ 

  ろうか・しょうこう口 

  通学路・公園 

  

よく見てみよう。 考えてみよう。 

 

・自分の家は だいじょうぶ？ 

 

 

 

  

家の人と よく話し合おう。 たのんでみよう。 

 

これからぜひ やろう 
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神奈川県青少年赤十字減災セミナー 

 
Ⅴ 健康安全プログラム（救急法実技） 

 
 
ねらい：小学生が自分たちでできる応急手当や救命手当を学ぶことで、他人への優しさや

命の大切さ、安全に対する意識を深めるとともに、実践できる能力を身に付ける。 

所要時間：授業１～２コマ分（４５分～９０分） 

資材・資料：三角巾、ガーゼ、ビニール袋、毛布、会場内のイス、 

      蘇生法訓練人形、AEDトレーナー、応急手当の小冊子 

人員：健康安全プログラム指導者 

時間 項目 展開内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○応急手当の注意事項 

○出血を止める（止血） 

 

○三角巾の使い方 

 

 

○搬送 

 

 

 

○協力者を求める 

 

○心肺蘇生と AED 

 

 

 

 

 

○総合実技 

 

○まとめ 

 

 

・自分自身の安全確保、二次事故の防止等 

・直接圧迫止血＋患部の高揚 

・感染予防のためビニール袋等の応用 

・前腕の吊り 

・たたみ三角巾で前腕の包帯 

・併せて保護ガーゼの意味と重要性を伝える 

・肩を貸す（１人で） 

・ドラッグキャリー（１人で） 

・イスを使って運ぶ（２人で） 

・毛布による応用担架（６人以上で） 

・生の徴候の観察 

・「意識の確認」から救急車要請まで 

・構成と技術の概要を紹介のうえ実演して 

みせる 

・通報・衣服を脱がせる等今でもできること 

 を伝える 

・更に AEDの取り扱いも可能であることも 

伝える 

・災害発生を想定してロールプレイを体験 

させる 

・小冊子配布 

・日赤 HPからも実技が学べることを紹介 
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 神奈川県青少年赤十字減災セミナー 

Ⅵ 避難所体験 

「災害発生後にできること」  

ねらい：災害（地震・台風など）が発生し避難所での生活を余儀なくされた時、避難所で

の生活ではどんな気持ちがするのか、どんな苦痛があるのかを予測し、その時に自分にで

きることを考える。また、あらかじめ苦痛を軽減するための備えをすることの重要性を理

解する。 
 
所要時間：４５分 
 
資材・資料：阪神淡路大震災・東日本大震災での避難所の様子の映像 
      段ボール・１．５ｍ×３ｍのすずらんﾃテープ・ビニールテープ 
      状況カード・イベントカード・避難所体験ワークシート 
 
人員：指導者１人 
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展開 
時間 学習内容・活動 指導上の支援・留意点等 
    

0 
 
 
 
 
    

１災害の実態を知る。 
・避難所の様子 
・ライフラインの停止 
・けが人の発生 
・家族が離ればなれになる…これを

知らせる映像は難しいかもしれな

い 

・Ⅱ－１を短縮して行う。（地震が起こ

ると②③等）減災セミナーの資料を活

用するのも一案 
・この時間の目標を伝え、避難所では

どのようなことがおこっているのか

（どんなことが不便で、苦痛に感じる

か）、 どんなものが必要なるかを考え

ながら見るようにする。 
    

５ 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
２０ 
 
 
 
 
 
 
   ３

５ 
 
 
 

２体験Ⅰ「教室が避難所になった

ら」 
・机を後ろに下げ、班ごとに（６人）

でどのくらいの場所があれば、寝泊

まりできるか考えて、場所取りをす

る。 
 
・班の一人が床に寝てみる。 
・全員が寝られるように工夫してみ

る。 
 
 
 
３．体験を振り返る 
 ・個人でワークシートの１．２．

に記入した後、班ごとに意見交換す

る。 
 
 ・３の改善のために必要なものに

ついて話し合う。具体的な改善案を

記入する。 
 
４．体験Ⅱ 
 ・改善策をとりいれて、避難所を

開設しよう 
 

 
・安全に配慮する 
 
・床に寝た状態で、「ここは避難所」と

想像ができるようにする。 
隣の人が知らない人だったら、真っ暗

で一晩過ごすとしたら、などなげかけ

る。 
 
・広さは不足しているので、全員が寝

るのは困難と判断した段階で体験終了

とする。 
 
・ワークシートを配布し、個人で１．

２の振り返りをする。（床で作業する） 
 
・改善に必要なものは、不便だったこ

とのほかに、気持ちに注目して考える 
 
・道具は、段ボール・ビニールテープ

などを準備しておく 
（＊時間によっては、体験Ⅱはカット

する。 
 その場合は、「◎避難所で私ができる

こと」を考える時間を増やす。） 

４０ 
 
 
    
４５ 

まとめ 
・ワークシート４に体験Ⅰと体験Ⅱ

を比較してみての感想を記入する。 
◎学校が避難所になったら、私がで

きることを考える。 

・各自治体等では避難所運営会議や避

難所開設訓練などが開かれていること

を知らせる。 
・自分たちの学校にも、「備蓄倉庫」が

あること、また、どんなものが入って

いるのか紹介する。 
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避難所体験ゲーム 

体験Ⅰ 実際に床で寝る体験をしてみよう 

 

避難所での一人のスペースは１．５ｍ×２．０ｍ程度とされています。 

 

１．５ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

３m 

 

 

 

 

 

 

 

① 机を後ろに下げて、このスペースに寝てみる。 

（スペースはテープを参考にしましょう。正確でなくてかまいません） 

 

② 班ごとに場所取りをしてください。 

 

③ まずは、一人だけ寝てみます。 

次に、一人ずつ人数を増やしていきましょう。 

 

④ 班ごとで集まって、 

＊床に寝た時にどんな気もちがしたか、人がどんどん増えていったときどんな気持ちがしたか、

意見を出し合いましょう。 

＊改善のために、あると良いものを出してみましょう。 

 

⑤ 改善案をもとに、実際にやってみよう！！ 

（段ボールなどをひいて寝る、通路をあける、あらかじめスペースを決めるなど） 

 
 
 
 

毛布 

手荷物

など 
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体験Ⅱ  

 想定：１週間前にマグニチュード７の大地震がありました。倒壊した家庭も多くなり、

小学校に避難所が開設されています。 

    ライフライン（電気・ガス・水道）は、まだ回復していません。 

 

① 役割の決定 

２班が一緒になって活動します。（８～１０人くらい） 

カードで役割を決めます。 

カードを後ろ向きにして、一人１枚ずつ配布してください。 

自分の役割が書いてあります。カードは見せないで、自分の状況を伝えてください。 

（役割での自己紹介） 

 

② 体育館の見取り図に自分の場所を確保しましょう。 

一緒の家族いる人などは、一緒にスペースを取らなくてはいけない場合は、その分の場所も確

保してください。 

  場所の確保は、班の人と話し合いで決めてください。 

   

 

 

③ イベントカードを引く 

それぞれのイベントに対応してください。 
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